




診断機能 スキャンツールの機能紹介

● 自己診断（故障の読取／消去） ● フリーズフレーム（故障履歴）

（例）

（例）

（例）・オートロック時間　・間欠ワイパー作動間隔
・ライトセンサー感度調整 など多数

● カスタマイズ（設定変更）※　
キーレス操作時などのアンサーバック（ハザード点滅回数）変
更など、車両の設定をお客様の好みにカスタマイズできます。

● システムサーチで一括診断（オールダイアグ）※　
車両に搭載しているシステムの検索を行うことができ、同時
に各システムに故障コードが記憶しているかも確認できます。

・通信ライン点検機能
・簡易電卓機能
・略語辞典

・単位変換機能
・整備用電卓機能
・OBD-Ⅱ故障コード系統名検索

● 便利機能※
　

簡易的な通信ライン点検や単位変換での自動計算など、
多数の機能があります。

● OBD-Ⅱ診断（J-OBDⅡ対応）

メーカーや車種を問わず、OBD-Ⅱ規格のパワートレイン系の
診断を行うことができます。（J-OBDⅡにも対応しています）

車両ごとに異なる分かりにくい診断コネク
タの位置を表示します。

（例） ・リアルタイムデータと比較することで異常がある部位の発見に
　　　役立ちます。

整備サポートセンターに蓄積された膨大な資料を元に、車両ご
とに異なる基準値を表示します。

● レディネスコード※
　

診断履歴を表示し、適正に故障診断が行われているか確
認できます。

（例） ・02センサーの劣化など、部品の良否判定をするときに役立ちます。

● アクティブテスト
数値データをグラフ表示するので、目視での分析に役立ちます。

● データ表示
ECUにつながるセンサー、アクチュエー
ターのリアルタイムデータを数値等で確
認できます。

（例）
・インジェクター
・電動ウォーターポンプ
・ライト、ワイパー、パワーウインド

ECUからアクチュエーターの駆動/停止を
行うことで不具合箇所の絞り込みに役立
ちます。

車両の異常時や、チェックランプ点灯時の故障コ
ードを読み取り、修理完了後の故障コードの消去を
行う事ができます。ハイブリッド車などで採用されて
いる詳細コードにも対応。

故障コード検出時にコンピューターが記憶した
データを表示することができます。このデータを
基に異常な数値が無いか不具合箇所の特定
に役立ちます。 （例）・ブレーキのエア抜き　・マフラーの強制燃焼　・学習値初期化　

・メンテナンスリセット　・カメラ光軸調整　・レーダー光軸調整

● 作業サポート
スロットルボディー交換や、インジェクター交換時などに設定の
初期化、初期学習、登録を行う際に必須な機能です。ASV(先
進安全自動車)のカメラ、レーダーのエーミング作業もできます。

● ペイントメモ※
　

● グラフ表示※
　

● コネクタ位置表示※
　

● 参考値表示※
　

（例）
・故障コードに基づく原因を確認できます。
・故障コードに表れない故障原因を追求す
るときに使用します。

異常箇所や車両情報などの作業メモを画面に
残せます。タッチパネル搭載のG-scanだから
こそ直観的な操作で瞬時にメモを残せます。

※G-scan 独自機能（国土交通省 汎用スキャンツールの標準仕様との比較）

・ブレーキフルード交換要領　　・DPD強制再生要領
・ヨーレートセンサー／Gセンサー０点学習要領

● 整備技術情報※
　

ハイブリッド車のブレーキフルード交換要領などの手順を確
認できます。

（例）

複数のグラフ表示を重ねることが可能になり分析能力が大幅に向上しました。

新機能について

データ表示グラフのカスタム

QRコードで車両選択が自動に

（国産乗用車のみの対応となります）システムサーチ後のデータで診断レポートが作成できます。

診断レポート作成ソフト

G-scan 

プリンタ

履歴をタッチすると
「最近選択した車両」および「システムの一覧」が

表示されます。

診断車両履歴機能

② 車検証のQRコードを読み取ります

① メーカー選択画面から「QRコードの読取」を選択

③ 車両診断時の車種が自動で選択されます

グラフの重複や色違いのカラーグラフ、拡大縮小、流れているグラ
フ波形画像を静止させたりすることができます。複数のデータ変化
のタイミングや整合性を分析・検証する場合などに優れた多機能
のデータ表示グラフ機能です。

自己診断／データ表示／アクティ
ブテストを表示中にメニュー画面ま
で戻らなくてもワンタッチで互いの
機能に移行できるようになりました。

ショートカット機能

③ 診断レポート作成します

④ 診断レポートが表示されます

① システムサーチを実行します

② 自己診断を実行します

間隔を広げたり縮めたり
拡大縮小も可能です

履歴は最大30件まで保存されます。過去に診断・通信した車両
をワンタッチで呼び出せる便利機能です。再度、車両と通信する
時にメーカ選択や車両選択等をしなくても瞬時に診断可能とな
ります。診断作業中は何回も診断作業を行う場合もあります。そ
の度に行う車両情報入力等の手間を省くことが出来ますので作
業効率が格段に向上します。

修理前後にシステムサーチ結果を診
断レポートに残すことで、カーオー
ナー様などへの説明が容易になり信
頼性がアップします。
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